
　５月23日(月)、北小学校で地
域のかたとの交流給食会が行わ
れました。子どもたちと地域の
かたが給食会を通して、顔見知
りになることでより親交を深め
防犯活動に役立てます。

笑顔で交流給食会
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社
会
を
学
ぶ
若
者
に
学
ぶ

社
会
を
学
ぶ
若
者
に
学
ぶ－－

３
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広報編集委員

景 山 佳 紀

み
な
さ
ん
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
に

み
な
さ
ん
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
に

よ
り
急
速
に
発
達
し
て
い
る
情
報
配
信
手
段
で
す
。
オ
フ
ト
ー
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
板
倉
に

よ
り
急
速
に
発
達
し
て
い
る
情
報
配
信
手
段
で
す
。
オ
フ
ト
ー
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
板
倉
に

も
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
い
た
ま
ぐ
！

既
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
た
も

も
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
い
た
ま
ぐ
！　

既
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
た
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
９
月
か
ら
３
か
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
登
録
さ
れ
た
か
た
に

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
９
月
か
ら
３
か
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
登
録
さ
れ
た
か
た
に

配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
広
報
い
た
く
ら
」
が
「
い
た
ま
ぐ
！
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
広
報
い
た
く
ら
」
が
「
い
た
ま
ぐ
！
」
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

(3)( 3) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．６６．．１１

揚舟ツアー
体験取材！

メルマガメンバーを
束ねている池田教授

内容を決める編集会議を終えて
心晴れやかなメルマガメンバー

　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
国
際
地

域
学
部
が
あ
り
、
そ
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
科
目
」
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。　

　

平
成　

年
９
月
に
創
刊
さ
れ
た

15

「
い
た
ま
ぐ
」
は
大
学
教
員
と
役
場

職
員
の
監
修
の
も
と
、　

数
名
の

10

大
学
生
が
配
信
し
ま
す
。

　
 
池
田
誠 
教
授
に
、
こ
の
科
目
に

い
け
だ
ま
こ
と

つ
い
て
伺
う
と
「
本
学
部
で
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
資
格
・
実
務

科
目
と
呼
び
、
い
た
ま
ぐ
は
そ
の

な
か
の
情
報
実
務
科
目
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

情
報
社
会
で
は
、コ
ン
テ
ン
ツ（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
発
信
す
る
情
報
）

を
作
り
出
す
こ
と
が
最
大
の
課
題

で
す
」。
さ
ら
に
活
動
内
容
に
つ
い

は
、「
学
生
た
ち
が
地
域
の
く
ら
し

を
体
験
取
材
し
、
集
め
た
情
報
を

編
集
発
信
す
る
。
ま
さ
に
情
報
実

務
で
す
」と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
発
信
の
最
新
号
は
、
渡
良

瀬
遊
水
地
を
題
材
と
し
た
バ
ル
ー

ン
大
会
や
自
然
、
そ
し
て
天
候
に

悩
ま
さ
れ
た
ヨ
シ
焼
き
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
写
真
や
動

画
に
並
び
、
ナ
マ
ズ
の
愛
称
募
集
、

謎
の
人
物
「
て
っ
ち
ゃ
ん
」
も
登

場
し
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

私
は
次
号
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
決

め
る
編
集
会
議
で
、
活
動
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
学
生
た
ち
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

　
「 
鮒 
の
甘
露
煮
に
つ
い
て
取
材

ふ
な

し
実
際
に
作
っ
た
と
き
、
初
め
て

見
た
こ
と
も
あ
り
、
思
わ
ず
グ
ロ

テ
ス
ク
と
表
現
し
配
信
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
詳
し
い
作
り

方
に
つ
い
て
、
読
者
の
か
た
か
ら

連
絡
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
取
材
し
た
幼
稚
園

の
子
が
別
の
取
材
先
に
居
合
わ

せ
、
声
を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
ぁ
」
と
す
て

き
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
た
ま
ぐ
配
信
を
通
じ
た
活
動

の
ね
ら
い
と
将
来
に
つ
い
て
池
田

先
生
は
「
地
域
が
持
つ
個
性
は
、

そ
こ
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
る
か
た

に
は
案
外
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
活
動
で
は
、
学
生
た

ち
の
新
鮮
な
目
線
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
見
つ
め
、
発
見
す
る
こ
と

で
、地
域
の
か
た
が
た
と
い
っ
し
ょ

に
板
倉
の
個
性
を
磨
い
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
板
倉
が
住
民
や
学
生
、

板
倉
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
か
た

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
町
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
た
ま
ぐ
の
生
み
の

親
で
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に

派
遣
研
究
中
の 
中
挾
知
延
子 
教
授

な
か
ば
さ
み
ち
え
こ

に
も
、
創
刊
か
ら
を
振
り
返
り
い

た
ま
ぐ
の
将
来
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
初
め
の
こ
ろ
、
学
生
た
ち
が
取

材
に
行
く
と
、
い
た
ま
ぐ
を
見
た

け
ど
板
倉
の
こ
と
全
然
わ
か
っ
て

な
い
よ
ね
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
で
も
そ
れ
は
町
の
人
が

少
な
か
ら
ず
い
た
ま
ぐ
を
意
識
し

た
証
拠
。
い
た
ま
ぐ
は
町
民
の
か

た
に
取
材
さ
れ
る
側
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
ふ
る
さ

と
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
存

在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
学

生
は
地
域
情
報
の
広
報
活
動
と
い

う
職
業
体
験
を
通
じ
、
卒
業
し
て

も
自
分
の
生
活
す
る
地
域
、
ひ
い

て
は
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

住
む
所
、
年
齢
、
世
代
、
性
別
、

国
籍
。
分
け
よ
う
と
思
え
ば
い
ろ

い
ろ
な
分
け
方
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
や
は
り
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
こ
ろ「
生

物
に
高
等
と
か
下
等
と
か
っ
て
分

類
が
あ
る
け
ど
、
失
礼
な
話
だ
よ

ね
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い

た
恩
師
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
み

ん
な
違
う
と
割
り
切
っ
て
見
つ
め

る
と
、
毎
日
の
生
活
が
本
当
に
新

鮮
で
生
き
生
き
と
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
せ
ん
か
。

　

紙
で
配
ら
れ
る
「
広
報
い
た
く

ら
」
と
電
子
配
信
さ
れ
る
「
い
た

ま
ぐ
！
」
の
ど
ち
ら
に
も
共
通
す

る
理
想
は
、
取
材
す
る
側
と
取
材

さ
れ
る
側
、
教
え
る
側
と
教
え
ら

れ
る
側
が
立
場
を
交
換
し
な
が
ら

役
立
つ
何
か
を
地
域
の
な
か
に
残

す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

い
た
ま
ぐ
の
購
読
者
数
は
も
う

す
ぐ
４
０
０
人
。
ぜ
ひ
読
者
と
し

て
登
録
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

編
集
会
議
を
の
ぞ
き
見
！

い
た
ま
ぐ
の
将
来
は
？

い
た
ま
ぐ
の
正
体
と
は
？



( 4)

第
４
次
総
合
計
画　

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
！

企
画
財
政
課 

内
線
１
３
５

　

町
で
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
で
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、

「
行
動
計
画
」の
策
定
を
義
務
づ
け

ま
し
た
。
少
子
化
の
流
れ
を
変
え

る
た
め
に
集
中
的
、
計
画
的
な
取

り
組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
も
、
子
ど
も
と
子
育
て
家

庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育

て
を
地
域
全
体
で
支
援
し
、
子
ど

も
が
尊
重
さ
れ
、
子
育
ち
・
子
育

て
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
計
画

的
に
構
築
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
、
行
動
計
画
の
前
期
計
画
（
平

成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）
で
あ

17

21

る
、
こ
の
「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
を
推
進
し
ま
す
。

▼
基
本
理
念　
「
豊
か
な
自
然
と

ふ
れ
あ
い
子
ど
も
・
親
・
地
域
が

と
も
に
育
つ
ま
ち
い
た
く
ら
」

▼
具
体
的
な
施
策（
重
点
項
目
）

・
保
育
園
な
ど
の
児
童
福
祉
施
設

の
整
備
推
進

・
育
児
相
談
や
母
親
同
士
の
交
流

の
場
を
提
供

・
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に
よ

り
、
有
料
で
助
け
合
う
組
織
づ
く

り
の
検
討

・
児
童
虐
待
防
止
体
制
の
整
備

・
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
る
子
育
て
情
報
の
提
供

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
園
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
保
育
園
運
営
協

議
会
の
設
置
の
検
討

※
行
動
計
画
書
は
、
役
場
・
各
公

民
館
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
所
で
概
要

版
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援　

子
育
て
育
成
支
援
が
ス
タ
ー
ト

福
祉
課 

内
線
１
２
６

　

行
動
計
画
書
概
要

放 水 始め

ポンプ操法競技大会

日時：７月３日(日)
　　　午前８時30分
場所：中央公園芝生広場

　

板
倉
町
第
４
次
総
合
計
画
を
実

現
す
る
た
め
に
、
実
施
計
画
（
事

業
計
画
と
財
政
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
の
３

17

19

か
年
間
に
実
施
を
計
画
し
て
い
る

新
規
の
計
画
事
業
は
次
の
と
お
り
。

・
町
制
施
行　

周
年
記
念
事
業

50

　

記
念
式
典
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

・
い
た
く
ら
の
水
郷
景
観
保
全
事
業

　

水
郷
公
園
周
辺
の
保
存
・
管
理
・

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

・
川
入
東
地
区
土
地
区
画
整
理
組

合
支
援
事
業

　

市
街
化
区
域
内
で
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
活
用
す
る

た
め
に
助
成
し
ま
す
。

・
都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

　

調
査
結
果
を
都
市
計
画
線
引
き

や
各
種
行
政
事
務
に
活
用
し
ま
す
。

・
国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
（
五

箇
谷
地
区
）
設
計
調
査
事
業

　

基
幹
道
路
の
延
伸
及
び
五
箇
谷

地
区
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
支
援

の
た
め
、
道
路
設
計
や
用
地
確
定

を
行
い
ま
す
。

・
水
防
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
伴

い
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
る

水
防
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

▼
一
般
会
計
予
算
総
額
計
画
額

・
平
成　
　
　

億
８，
１
０
０
万
円

17

48

・
平
成　
　
　

億
９，
４
０
０
万
円

18

46

・
平
成　
　
　

億
８，
３
０
０
万
円

19

46

※
実
施
計
画
書
は
、
役
場
・
各
公

民
館
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

新
規
事
業
計
画
概
要

　

財
政
計
画
概
要

谷田川堤防から
見る群馬の水郷
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４
月　

日　

、
保
健
セ
ン
タ
ー

26

(火)

で
母
子
保
健
推
進
員
退
任
式
並
び

に
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
勢　

名
の
か
た
が
委
嘱
さ

35

れ
、
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
２
年
間
活
動
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
る
お
子
さ

ん
の
健
診
や
予
防
接
種
の
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
各
家
庭
を
訪
問
し

ま
す
。
ま
た
子
育
て
の
悩
み
を
聞

く
な
ど
、
町
と
家
庭
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
母
子
保
健
を
支
え
ま
す
。

母
子
保
健
推
進
員　

母
子
の
味
方
！

保
健
セ
ン
タ
ー �
　

ー
３
７
５
７

82

氏　名行政区氏　名行政区

宇津木利江16五月女まち子1

枝　陽子17中島初枝2

川嶋正子18中島和子3

塩田美代子19長瀬ちはる4

田部井節江20石山セツ子5

根岸幸子21中田敬子6

鈴木町子22加増美代子7

石川文子23染宮千代子8

野村ちい子24戸井美恵9

秋山慶子24奈良悦子10・36

山本みつ子25高橋テツ子11

青木光子25大塚孝代12

今泉佳代子26田中ひとみ30

間明田好美27鈴木敬子31

櫻井豊子28本澤明子32

吉田とみ子29栃本あけみ13

小林和枝29小椚泰子14

野澤純子15

平成17年度 母子保健推進員 (ふりがな及び敬称略)

盛り上げよう！

板倉まつり

お 神  輿 を担ぎたい、板倉
み こし

音頭で踊りたい、模擬店・
フリーマーケットなど出
店したい、運営スタッフ
をしたいなど。
参加者を募集します。
申込み・問合せ
産業振興課商工観光係
�内線１５３

　基本健診は生活習慣病の早期発見のためだけでなく、そ
の結果の変化を生活習慣改善・疾病予防の目安とするもの
です。住民健診を健康管理に役立てましょう。

□住民健診にあたってのお願い
　３月に申込書を提出されたかたには、各健診（検診）の受
診票が送付されます。必要事項を記入し、各会場にお越しく
ださい。また、申し込みされていないかたでも受けられま
すので、事前に保健センターまでお問い合わせください。
※大腸がん検診、前立腺がん検診も同日に実施します。

□医師会による結果説明会があります
　住民健診の結果は個人あてに郵送します。要指導以上の
かたには、結果説明会の案内を同封します。
※がん検診結果は、別に送付されます。
※健診当日に結果説明会の日程を配布します。

□ご迷惑をおかけします
　住民健診期間中、保健センターが留守になることもあり
ますので、ご了承ください。

負担額内　　容該当年齢項　　目

全額
町負担

胸部レントゲン65歳以上結核健診

胸部レントゲン・たんの検査
(健診当日に容器を受取、
後日指定場所に提出）

40歳以上肺がん検診

身体測定・尿検査・問診
血圧測定・血液検査
必要に応じて
　診察・心電図・眼底検査
　貧血・糖尿病検査

20歳以上基本健診

血液検査
(Ｂ型肝炎とＣ型肝炎の検
査を過去に検査歴のない希
望者に実施）

節目年齢
40. 45. 50.
55. 60. 65.
70歳

肝炎検査
(基本健診
受診者対象）

800円負担
（70歳以上
は町負担）

血液検査(ＰＳＡ検査)
(基本健診の採血と同時に
できます)

50歳以上
(男性)

前立腺がん
検診

800円負担
（70歳以上
は町負担）

便潜血反応検査
(自宅にて、採便２日分を
し、健診会場に提出)

30歳以上大腸がん
検診

□健診内容

受付時間・該当行政区
会　場実施日

13：00～15：009：30～11：30
1413・17南部

公民館
６月15日�

1516・1816日�
８９・32

東部
公民館

17日�
12・3610・1120日�
313021日�
１３・４・５北部

公民館
22日�

２６・７23日�
1920

保健
センター

27日�
22・232128日�

2429日�
252630日�
2728・29７月１日�

□健診日程

保健センター �８２ー３７５７

町
選
挙
管
理
委
員
会 
内
線
１
１
０

　

今
回
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば

れ
る
農
業
委
員
が　

名
か
ら　

20

13

名
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
に
先
立
ち
、
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い

る
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

□
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日
時　

６
月　

日　
24

(金)

　

午
後
２
時

　

場
所　

役
場
議
場

※
各
候
補
者
に
つ
き
２
名
ま
で

７
月　

日　
10

(日)

農
業
委
員
選
挙
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受け継ぐ伝統
　地域で大切に継承されている無形文化財を子ども

たちに慣れ親しんでもらおうと昨年から子ども伝統

芸能学習事業として始められ、西小では籾谷上 獅  子 
し し

 舞 、東小では山口大杉 囃  子 が行われました。
まい ばや し

　東小の 小  川  優  雅 くんは、「すごくおもしろかった。
お がわ まさ のり

本格的にやってみたい」と笑顔で話してくれました。

　５月12日(木)、保健センターで出産

を迎えるお母さんとお父さんを対象に

ママパパセミナーが開催されました。

　保健師さんの講習を受け、赤ちゃん

のお風呂の入れ方、おむつや洋服の着

せ方を実習しました。また、お父さん

にも妊娠中の大変さを理解していただ

くために妊婦体験をしました。

　参加した 小  野  田  美  智  子 さんの夫の 富 
お の だ み ち こ とみ

 康 さん(籾谷)は、「妊婦体験をして、奥
やす

さんのたいへんさを実感しました。起

き上がるのも足の爪を切ることもこん

なに難しいことだと思いませんでした。

たまには家事を手伝わないとなぁ」と

答えてくれました。

パパも実感

(7) 広報いたくら　Ｈ17．６６．１

北部公民館で陶芸教室

開催中

春風、気持ちいい

中央公民館で親子和太

鼓教室開催中

飼い犬の登録と狂犬病

予防注射実施

　５月中旬、町内各所で

飼い犬の登録と獣医師

による狂犬病予防注射

を実施しました。

保健センターで２歳児

歯科健診実施

限界にチャレンジ

　毎週日曜日、中央公

民館で12名の子どもと

親が元気よく練習に取

り組んでいます。

語りと琵琶がたりコン

サート開催

　５月21日(土)、わたら

せ自然館で行われ、観

客が琵琶の音色に魅了

されました。

　春の揚舟ツアーがスタートしました。４月29日から５月

８日までの期間中、天候にも恵まれて関東一円から約800名

のかたが乗船し、谷田川の自然を満喫しました。

　周遊するコースには、新緑のまぶしい柳山が光り輝き、

水面から見上げる景色や野鳥のさえずりが楽しめます。６

月26日(日)まで土日のみ運航中、ぜひご乗船ください。

　５月15日(日)、渡良瀬遊水地で全国各地から約300名のか

たが参加して第14回遊水地ふれあいトライアスロン大会が

小雨の降るなかで行われました。

　給水ボランティアに参加した板中２年生４名は、「水を準

備するのは急がしくて大変だったけど、選手からお礼を

言ってもらえてうれしかった」と元気に話してくれました。

　５月17日(火)、子ども

たちの歯をむし歯から

防ぐために、歯みがき指

導を行いました。

　参加者15名が陶芸室

でそれぞれ工夫を凝ら

して、花びんや湯のみ

を作製しました。
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太
陽
と
大
地
の
力
が
入
っ
た

自
然
の
め
ぐ
み
の
結
晶
な
ん
だ
！

板倉在住

 蓮  見   清 さん
はす み きよし

朝早くから奥さんの 桂  子 
けい こ

さんとふたりで仲良くい
ちごの収穫に励む。町内
の和菓子店が季楽里で販
売しているいちご大福に
も使われている。

　

住
民
基
本
台
帳
な
ど
の
閲
覧
を

悪
用
し
た
犯
罪
が
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。
４
月
か
ら
個
人
情
報
保

護
法
も
施
行
さ
れ
、
情
報
管
理
に

対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
町
で
行
っ

て
い
る
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
は

個
人
情
報
の
流
出
を
保
護
す
る
こ

と
か
ら
、
好
ま
し
く
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　（

匿
名
希
望
）

　

全
国
的
に
住
民
基
本
台
帳
の
閲

覧
を
悪
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
現
在
、

住
民
基
本
台
帳
写
し
の
閲
覧
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
第　

条
に
よ
り

11

許
可
し
て
い
ま
す
。
町
で
閲
覧
で

き
る
情
報
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
の
４
項
目
を
公
開

の
原
則
に
基
づ
い
て
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
閲
覧
し
た
情
報
が
勝
手

に
他
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
な
ど

の
個
人
情
報
が
流
出
す
る
危
険
を

は
ら
ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
町
は
閲
覧
を

行
う
に
あ
た
り
、
手
続
き
の
厳
格

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
閲
覧
者
を

免
許
証
な
ど
で
本
人
確
認
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
業
者
に
は
閲
覧

申
し
込
み
後
、
電
話
な
ど
で
会
社

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
閲
覧

時
に
目
的
外
に
使
用
し
な
い
よ
う

定
め
た
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
町
で
の
閲
覧
状
況
は
、

市
場
調
査
や
出
生
児
カ
タ
ロ
グ
発

送
な
ど
の
使
用
が
大
半
を
占
め
ま

す
。
閲
覧
の
手
数
料
は
、
一
人
記

入
ご
と
に
３
０
０
円
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
写
し
の
閲
覧
に

対
す
る
国
の
動
き
で
す
が
、
全
国

の
市
町
村
が
加
盟
す
る
全
国
連
合

戸
籍
事
務
協
議
会
で
、
閲
覧
の
原

則
禁
止
か
、
公
共
性
・
公
益
性
の

あ
る
目
的
に
の
み
認
め
さ
せ
る
住

民
基
本
台
帳
法
の
改
正
を
総
務
大

臣
に
要
請
中
で
す
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
戸
籍
整
備
係

�
内
線
１
２
３

悪
用
し
た
犯
罪
が

目
立
っ
て
ま
す

手
続
き
の
厳
格
化

進
め
て
い
ま
す
！

　

高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
大
曲
の

ス
ー
パ
ー
に
勤
め
た
蓮
見
さ
ん
。

　

年
前
、
岩
田
へ
新
店
舗
が
開
業

15し
て
か
ら
店
長
と
し
て
忙
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

歳
の
と
き
に
若
い
こ
ろ
か
ら

40
の
過
労
が
た
た
り
、
腰
の
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
を
患
っ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
蓮
見
さ
ん
は
、「
柔
道

を
６
年
間
や
っ
て
い
た
の
で
足
腰

に
は
自
信
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
夏

場
に
は
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
、
冬
場
に

は
み
か
ん
箱
な
ど
の
重
い
荷
物
を

運
ぶ
な
ど
体
に
無
理
を
し
て
し

ま
っ
た
ん
だ
よ
」
と
照
れ
く
さ
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
�

腰
の
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
を

(9) 広報いたくら　Ｈ17．６．１
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 須  藤 るなちゃん
す どう

○生年月日　３月31日
　体重2, 755ｇのかわいい女の子

� 光 パパと 絵  理 ママから
ひかる え り

　らむお姉ちゃんとずっと仲よ
くしてね！

 田  口  浩 正   さん� 千  絵 美   さん
た ぐち ひろ まさ ち え み

　　　　〔25歳〕　　　  〔25歳〕

中学、高校の同級生。５月21日に入籍した
ばかりの新婚ホヤホヤ。〔板倉在住〕

現
在
は
何
を
し
て
ま
す
か
？

　

桐
生
市
内
に
あ
る
自
動
車
関
係

の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
で
は
基
本
の
車
両
を
パ
ト

カ
ー
や
消
防
車
、
福
祉
用
車
両
に

改
良
す
る
た
め
の
設
計
を
し
て
い

ま
す
。
私
が
担
当
し
て
い
る
の
は

福
祉
車
両
で
、
身
障
者
や
高
齢
者

の
か
た
が
楽
に
乗
り
降
り
で
き
る

よ
う
日
夜
考
え
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

　

入
社
４
年
目
で
、
ま
だ
ま
だ
勉

強
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
特

許
出
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
は
こ
れ
を
バ
ネ
に
た
く
さ
ん

の
福
祉
車
両
を
開
発
し
た
い
で
す
。

　

自
分
の
設
計
し
た
車
が
、
い
ろ

い
ろ
な
か
た
の
役
に
立
っ
て
く
れ

れ
ば
最
高
で
す
ね
！

 蓮  見  哲 也   さん（飯野在住）
はす み てつ や

昭和57年生まれ　23歳〔血液型Ｂ型〕
のどかでのんびりしてる板倉が好きです！

　

２
年
前
か
ら
さ
ら
に
腰
の
痛
み

が
ひ
ど
く
な
り
、
肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
追
い
つ
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
通
院
し
て
い

た
病
院
か
ら
も
手
術
し
て
も
完
全

に
回
復
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
蓮
見
さ

ん
は
、
こ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
て

も
決
し
て
良
く
は
な
ら
な
い
、
周

り
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
だ
と
思

い
、
昨
年
、　

年
間
勤
め
た
会
社

29

を
退
社
し
ま
し
た
。

　

農
業
を
始
め
る
こ
と
は
、
ゼ
ロ

か
ら
の
出
発
な
の
だ
か
ら
板
倉
に

な
い
も
の
で
勝
負
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
、
い
ち
ご
栽
培
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
退
職
す
る
前
か
ら
知
り
合

い
が
館
林
市
大
島
で
い
ち
ご
栽
培

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
か
た
に

苗
を
分
け
て
も
ら
っ
た
り
、
た
い

肥
や
土
作
り
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
し
ま
し
た
。
温
度
管
理
や
水

や
り
、
い
ち
ご
栽
培
の
基
礎
と
な

る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
ハ
ウ
ス
に
来

て
も
ら
い
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
は
、
植
え
て
か
ら
収
穫

す
る
ま
で
に
１
年
４
か
月
か
か
り

ま
す
。「
初
め
て
の
収
穫
だ
っ
た
け

ど
、
い
ち
ご
は
最
高
の
出
来
で
し

た
。
で
も
こ
れ
か
ら
農
業
の
本
当

の
奥
深
さ
を
知
る
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
し
み
じ
み
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
の
な
か
に
は
、
３，
０
０

０
株
の
苗
が
植
え
ら
れ
、丸
く
ふ
っ

く
ら
し
た
実
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

甘
さ
の
な
か
に
す
っ
き
り
と
し
た

酸
味
の
あ
る
い
ち
ご
は
、
農
産
物

直
売
所
季
楽
里
に
『
自
然
の
め
ぐ

み
』
の
名
称
で
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
蓮
見
さ
ん
は
、「
こ
の
い
ち
ご

は
、
太
陽
と
大
地
の
力
が
入
っ
た

自
然
の
め
ぐ
み
の
結
晶
な
ん
だ
。

農
薬
も
控
え
て
い
る
の
で
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
安
心
だ
よ
」
と
自
信

た
っ
ぷ
り
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
月
に
一
度
通
院
し
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
夫
婦
ふ
た
り
で

身
体
を
い
た
わ
り
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
、
に
こ

や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

広
報
編
集
委
員　

蓮
見
敬
子　

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発

そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
安
心

　３年前の同窓会で再会して意気
投合、それから付きあい始めまし
た。二人とも野外で遊ぶことが好
きな自然派志向ですね。休日は、
よく公園に行ったり、お城を見に
行ったりしたよね。いっしょに住
んで千絵美ちゃんの料理上手なと
ころにほれなおしました。
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板
倉
町
に
在
住
し
、
私
立
幼
稚

園
（
町
外
の
私
立
幼
稚
園
も
該
当

に
な
り
ま
す
）
に
在
園
す
る
満
３

歳
児
、
３
歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳

児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
保
育
料
、
入
園
料
の
減
免

措
置
を
行
い
ま
す
。
減
免
額
は
、

保
護
者
の
所
得
割
課
税
額
な
ど
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

町
内
の
私
立
幼
稚
園
に
在
園
し

て
い
る
か
た
に
は
、
６
月
上
旬
こ

ろ
に
幼
稚
園
を
通
し
て
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
。
町
外
の
私
立
幼
稚

園
に
在
園
し
て
い
る
か
た
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
係

�
内
線
１
６
６

◆ 
五  
家  
英  
子 
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ご 

か 
ひ
で 
こ

日
時　

６
月　

日　
　

午
後
７
時

25

(土)

（
開
場
は
、午
後
６
時　

分
）

30

曲
目　

命
を
あ
り
が
と
う
、
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
ほ
か

入
場
料　

大
人　
  
１，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生　

５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、わ

た
ら
せ
自
然
館
、町
内
各
公
民
館
ま
で

◆
写
真
展「
渡
良
瀬
遊
水
地
の
野
鳥
た
ち
」

期
間　

６
月　

日　

〜
７
月　

日　

30

（木）

１７

（日）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

出
展　

北
川
辺
写
団
Ｎ
Ｐ
Ｇ

展
示
数　
　

点
20

◆
子
ど
も
映
画
上
映
会
開
催

日
時　

６
月　

日　
　

午
前　

時

25

(土）

10

上
映
作
品　

エ
ジ
ソ
ン
物
語
（
ア
ニ

メ
）・
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
ほ
か

◆
ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
間　

６
月
１
日　

〜　

日　

（水）

30

（木）

※
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

�
わ
た
ら
せ
自
然
館

�
中
央
公
民
館

　

板
倉
町
に
は
昔
か
ら
伝
わ
っ
て

き
た
伝
統
あ
る
芸
能
、
風
習
や
祭

り
な
ど
の
行
事
が
地
域
で
大
切
に

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。　

町
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ビ
デ
オ
で

板
倉
を
遺
そ
う
会
」
と
協
力
し
て

伝
統
行
事
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
保

存
・
記
録
し
て
お
り
、
作
品
は
各

公
民
館
の
図
書
室
な
ど
で
ビ
デ
オ

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
振
興
係

�
内
線
１
５
９

　
「
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」の
収
益
金

か
ら
助
成
を
受
け
、
宝
く
じ
文
化

公
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
県
民
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
群
馬
交
響

楽
団
が
、
生
の
演
奏
会
を
板
倉
町

中
学
生
対
象
に
公
演
。
公
演
会
を

通
じ
て
、
日
ご
ろ
耳
に
す
る
こ
と

の
な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
を

聴
く
こ
と
に
よ
り
、
音
楽
へ
の
意

識
向
上
を
図
り
ま
す
。

主
催　

板
倉
町
・
板
倉
町
教
育
委

員
会
・
群
馬
県
・
群
馬
県
教
育
委

員
会
・�
群
馬
県
教
育
文
化
事
業

団
・�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

日
程　

９
月　

日　
12

(月)

会
場　

中
央
公
民
館

指
揮
者　
 
竹  
本  
泰  
蔵 

た
け 
も
と 
た
い 
ぞ
う

司
会　
 
矢  
崎 　
 
滋 

や 
ざ
き 

し
げ
る

管
弦
楽　

群
馬
交
響
楽
団

〈
第
１
部
〉　

ケ
テ
ル
ビ
ー
／
ペ
ル

シ
ャ
の
市
場
な
ど

〈
第
２
部
〉　

J．
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

／
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
な
ど

※
一
部
曲
名
な
ど
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
中
学
生
対
象
公
演
の
た

め
、
一
般
の
か
た
へ
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

文
化
振
興
係

�
内
線
１
５
９

撮影した行事
区作品名（伝統行事名）№区作品名（伝統行事名）№

15マコモ馬1725岩田長良神社弓取式 １

20お盆行事1825岩田長良神社秋祭り２

26・28城の宮・厳島神社 秋祭り1925岩田円満寺お開帳３

15高鳥稲荷神社初午祭2024原宿どんどん焼き４

１赤城神社例大祭2129雷電神社節分祭５

1919区浅間様2219一峯神社初山・例大祭６

20庚申祭り23２北原前耕地の不動様７

2323区百万遍念仏24８加茂神社祭礼当番引継式８

26城の宮神社二百十日の祈り252424区十三仏念仏９

2222区十日夜の藁鉄砲
26

25岩田円満寺開山忌10

22大同十九夜念仏講29雷電神社例大祭11

板倉まつり271616区島ササラ12

８北海老瀬大杉囃子2815高鳥天満宮例大祭・遷座祭13

29雷電神社茅の輪くぐり2910山口大杉囃子14

2121区八坂祭り30９愛宕神社火番小屋15

27長柄神社祭礼籾谷上獅子舞31９頼母子薬師堂花まつり16

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

伝
統
行
事
の
ビ
デ
オ
、貸
し
出
し
ま
す

　

い
つ
ま
で
も 
遺 
し
た
い
伝
統
を

の
こ

　

生
の
演
奏
会
を
中
学
生
へ

宝
く
じ
文
化
公
演

(11)( 11) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．６．．１１

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436　　南部公民館　�82- 1424 �兼用
東部公民館　�82- 1241 �80- 4047　　北部公民館　�77- 1855 �兼用
海洋センター　�82- 0858 �兼用　　　  わたらせ自然館　�82- 1935 �兼用

　

蒙
古
族
の
テ
ン
ポ
の
速
い
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
踊
り
で
海
外
公
演
を

盛
ん
に
行
う
子
ど
も
民
族
舞
踊
団

が
初
来
日
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

主
催　

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
少
女
民

俗
舞
踊
を
鑑
賞
す
る
会

日
時　

７
月　

日　
　

午
後
６
時

16

(土)

会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

１，
０
０
０
円
（
当
日

１，
５
０
０
円
）
小
学
生
無
料

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、

わ
た
ら
せ
自
然
館
、
町
内
各
公
民

館
ま
で

問
合
せ　

中
央
公
民
館

�
　

－

２
４
３
５

82

　

舞
踏
団
メ
ン
バ
ー
は
８
〜　

歳
12

ま
で
の
女
子
小
学
生
で
す
。
各
家

庭
２
名
程
度
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

入
家
族
を
募
集
し
ま
す
。
特
別
な

こ
と
は
せ
ず
普
段
ど
お
り
に
迎
え

て
く
だ
さ
い
。
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宿
泊　

７
月　

日　

〜　

日　

15

(金)

17

(日)

２
泊
３
日

申
込
期
限　

６
月　

日　
10

(金)

※
応
募
家
庭
に
は
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

国
際
交
流
協

会
事
務
局（
役
場
企
画
財
政
課
内
）

�
　

－

１
１
１
１（
内
線
１
３
５
）

82

　

国
際
交
流
協
会
が
公
演
前
の
ひ

と
と
き
に
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
真
剣
に
公
演

す
る
姿
と
は
違
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月　

日　
16

(土)

午
前　

時
〜
午
後
２
時

11

会
場　

中
央
公
民
館

費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

国
際
交
流
協

会
事
務
局（
役
場
企
画
財
政
課
内
）

�
　

－

１
１
１
１（
内
線
１
３
５
）

82

期
間　

７
月
２
日
〜
８
月　

日
27

毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
）

時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

対
象　

中
学
生
以
上
の
男
女

定
員　
　

名
（
最
小
遂
行　

名
）

20

10

参
加
費　

１，
５
０
０
円
（
プ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
券
、
保
険
代
な
ど
）

申
込
み　

６
月　

日　

ま
で
に
海
洋

26

(日)

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
水
泳
教
室

－
参
加
者
募
集－

◆
ビ
ー
ズ
教
室

期
間　

７
月
〜　

月　

第
１
木
曜

11

日
（
全
５
回
）

初
回　

７
月
７
日　
　(木)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

水
晶
と
ビ
ー
ズ
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
作
り
な
ど

対
象　

一
般
成
人

定
員　
　

名
20

費
用　

２，
０
０
０
円
程
度

◆
親
子
ケ
ー
ナ
教
室

　

ケ
ー
ナ
は
ア
ン
デ
ス
音
楽
を
代

表
す
る
た
て
笛
で
す
。
哀
愁
を
帯

び
た
そ
の
音
色
の
竹
笛
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
程　

７
月　

日　

・　

日　

・

10

（日）

17

（日）

　

日　
24

（日）

時
間　

午
前
９
時　

分
〜

30

対
象　

町
内
小
学
生
の
親
子

定
員　
　

組　

名

20

40

費
用　

１
０
０
円

持
ち
物　

軍
手

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
程　

７
月　

日　

・　

日　

・

10

（日）

17

（日）

　

日　
24

（日）

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

（
１
時
間
の
昼
休
憩
が
あ
り
ま
す
）

内
容　

ワ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
基
本
操
作

対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
一
般

町
民

定
員　
　

名
20

費
用　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
今
年
度
は
中
央
公
民
館
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

南
部
公
民
館

　

中
央
公
民
館

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
募
集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
募
集

　

日
中
交
流
会
開
催

日
中
交
流
会
開
催

期
間　

７
月
〜
８
月
ま
で
（
毎
週
月

曜
日
・
祝
日
は
休
館
）

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

対
象　

大
学
生
以
上
の
男
女

募
集
人
員　

８
名
（
予
定
）

勤
務
時
間
及
び
時
給

昼
間
の
部　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
時
給
７
５
０
円
）

夜
間
の
部　

午
後
５
時
〜
９
時

（
時
給
９
０
０
円
）

申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

プ
ー
ル
監
視
員

－

ア
ル
バ
イ
ト
募
集－

◆申込み受付
　６月７日（火）～
※各公民館へ電話で
　申し込みください。

内
モ
ン
ゴ
ル
少
女
民
俗
舞
踊
団

小
鴻
雁（
シ
ョ
ウ
コ
ウ
ゲ
ン
）公
演

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

音
と
音
楽
で
魅
了
！

音
と
音
楽
で
魅
了
！



( 12)( 12)

職
種　

保
育
士
（
有
資
格
者
）

募
集
人
数　

２
名

受
付
期
間

原
則
と
し
て
６
月　

日　

ま
で

30

(木)

採
用
予
定
日
及
び
採
用
人
数

◆　

月
１
日　
　

１
名

10

(土)

◆　

月
１
日　
　

１
名

11

(火)

申
込
方
法　

臨
時
職
員
登
録
申
込

書
に
記
入
の
う
え
、
総
務
課
職
員

係
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
は
、
総

　

務
課
及
び
各
公
民
館
に
置
い
て

　

あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

総
務
課
職
員
係

�
内
線
１
１
４

　

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
の

人　口　　１６，２７７人（－31）
　男　　　　８，１２０人（－16）
　女　　　　８，１５７人（－15）
世帯数　　　４，８５２戸（±０）

（　）内は前月比
平成１７年５月１日現在

町
県
民
税
（
第
１
期
）

納
期
限　

６
月　

日　
30

(木)

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利

　

で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

�
内
線
１
１
６
・
１
１
７

年累計  171件板倉の１１０番
※(  )内は累計（４月21日～５月20日）
５件(   19件)�侵入窃盗
１件(   14件)�車上ねらい
２件(   13件)�自動販売機ねらい
０件(   ７件)�乗物盗難
６件(   18件)�その他の事件
７件(   29件)�人身事故
７件(   71件)�物件事故

鍵つけて　守るポンプ　盗難予防！

で
、
必
要
な
か
た
は
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

①　

歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
（
昭

65

　

和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

16

　

で
紙
お
む
つ
を
必
要
と
さ
れ
る

　

か
た
。

②
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　

ま
た
は
２
級
、
も
し
く
は
療
育

　

手
帳
Ａ
判
定
の
所
持
者
で
市
町

　

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

　

か
た
。

※
た
だ
し
、
ほ
か
の
法
律
に
よ
り

　

紙
お
む
つ
の
給
付
を
受
け
て
い

　

る
か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

担
当
区
域
の
民
生
委

員
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

６
月　

日　
17

(金)

問
合
せ　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

�
内
線
１
９
１

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
者

と
そ
の
妻
や
そ
の
後
継
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。

　

現
在
農
業
者
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
か
た
は
、
本
人
の
生
存
や

経
営
移
譲
年
金
の
支
給
停
止
要
件

に
該
当
し
て
い
な
い
か
な
ど
の
確

認
の
た
め
、
毎
年
６
月
に
現
況
の

届
け
出
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
期
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
は

年
金
の
一
時
差
し
止
め
や
支
給
停

止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月　

日　
30

(木)

提
出
方
法　

ご
本
人
あ
て
に
現
況

届
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
住
所
と

氏
名
を
記
入
し
、
農
業
委
員
会
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
合
せ

農
業
委
員
会
農
地
係

�
内
線
１
３
０

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
は
受
給
資
格
の
有
無
を

確
認
す
る
た
め
に
必
要
で
す
の
で
、

提
出
の
な
い
場
合
は
６
月
以
降
の

手
当
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月　

日　
30

(木)

提
出
方
法　

該
当
す
る
か
た
に
届

出
様
式
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
必

要
書
類
を
添
付
し
て
福
祉
課
児
童

係
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
合
せ

福
祉
課
児
童
福
祉
係

�
内
線
１
２
６

　

県
立
板
倉
高
等
学
校
で
は
、
学

力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。
板
倉
高
校
の

教
育
活
動
内
容
を
地
域
の
か
た
が

た
に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
25

(土)

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

30

会
場

板
倉
高
校
体
育
館
及
び
教
室
棟

内
容

◆
詩
の
朗
読

※
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
同
好
会
に
よ
る

　

演
出

◆
研
究
発
表

※
生
徒
た
ち
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン

◆
公
開
授
業

※
全
ク
ラ
ス　

分
間

50

申
込
方
法　

事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
か

た
は
、
６
月　

日　

ま
で
に
電
話

21

(火)

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

群
馬
県
立
板
倉
高
等
学
校

�
　

－
１
２
５
８

82

役
場
臨
時
職
員
の

登
録
者
を
募
集
し
ま
す元気で明るい

保育士募集！

在
宅
の
高
齢
者
・
障
害
者
に

紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す

農
業
者
年
金
現
況
届
は

忘
れ
ず
に
提
出
を
！

児
童
手
当
受
給
者
は

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
!

板
倉
高
校
研
究
発
表
会
を

開
催
し
ま
す

(13)( 13) 広報いたくら Ｈ17広報いたくら　Ｈ17．．６６．．１１

◆板倉町役場◆板倉町役場　��８２－１１１１８２－１１１１　��８２－１３００８２－１３００　��i nf o@t own. i t akur a. gunma. j pi nf o@t own. i t akur a. gunma. j p

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　６月24日（金）

電話当 番 店曜日日月

82- 0095山岸管工設備土４

６

82- 0261㈲小倉設備日５

77- 0057宇治川管工土11

82- 1856高田管工設備日12

77- 0358㈲長谷川設備土18

82- 2982土橋設備日19

82- 2152㈲佐山設備土25

82- 0537㈲根岸工業日26

82- 0126尾崎農機土２

７
82- 1025㈲鈴木設備日３

82- 0027岩崎設備土９

82- 0001㈲しんえい設備日10

　

板
倉
町
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　
　

歳
〜　

歳
ま
で
の
健

20

70

康
な
か
た
。
男
女
は
問
わ
ず
。

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
締
切　

６
月　

日　
17

(金)

必
要
書
類　

履
歴
書

※
そ
の
他
、
賃
金
な
ど
の
詳
細

　

は
、
上
下
水
道
課
工
務
係
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

上
下
水
道
課
工
務
係

�
内
線
１
６
８

◆板倉町役場◆板倉町役場　��８２－１１１１８２－１１１１　��８２－１３００８２－１３００　��i nf o@t own. i t akur a. gunma. j pi nf o@t own. i t akur a. gunma. j p

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

60

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

63

か
た

試
験
日
及
び
試
験
種
目

【
第
１
次
試
験
】

　

◆
９
月
４
日　
(日)

　

◆
教
養
試
験
、
適
正
試
験
及
び

　
　

作
文
試
験

【
第
２
次
試
験
】

　

◆　

月　

日　

〜　

日　

の
い

10

13

(木)

20

(木)

　
　

ず
れ
か
１
日

　

◆
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

受
付
期
間

６
月　

日　

〜　

日　

21

(火)

28

(火)

※
最
終
日
の
消
印
有
効
（
土
曜
、

　

日
曜
は
除
く
）

申
込
先　

人
事
院
関
東
事
務
局

�
０
４
８－

７
４
０－

２
０
０
６

問
合
せ

○
関
東
信
越
国
税
局
人
事
二
課

�
０
４
８－

６
０
０－

３
１
１
１

○
館
林
税
務
署
総
務
課

�
　

－

９
５
０
０
（
内
線
２
１
１
）

72
採
用
区
分

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子

18

27

募
集
人
数　
　

名
23

受
付
期
限　

６
月
上
旬

試
験
日　

６
月
上
〜
中
旬（
予
定
）

試
験
会
場

相
馬
原
駐
屯
地
ま
た
は
新
町
駐
屯

地
を
予
定

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
自
衛
隊

　

群
馬
地
方
連
絡
部
太
田
出
張
所

　

ま
た
は
、
各
自
治
体
窓
口
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
自
衛
隊
群
馬
地
方
連
絡
部
太
田

　

出
張
所

�
　

－

５
５
６
３

45
○
町
民
生
活
課
戸
籍
整
備
係

�
内
線
１
２
３

　

富
岡
製
糸
場
は
、
国
の
文
化
財

（
史
跡
）
指
定
と
し
て
近
い
う
ち
正

式
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
富
岡
製
糸

場
を
中
心
に
県
内
に
あ
る
近
代
化

遺
産
を
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
し

よ
う
と
い
う
活
動
に
つ
い
て
、
県

民
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
る
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
４
日　
(月)

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

館
林
合
同
庁
舎
３
階
大
会
議
室

内
容

◆
伝
道
師
の
か
た
が
た
に
よ
る
世

　

界
遺
産
へ
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

説
明

◆
参
加
者
と
の
質
疑
応
答

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

50

申
込
方
法　

７
月
１
日　

ま
で
に

(金)

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
行
政
事
務
所

�
　

－

４
４
１
５

72

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
を

募
集
し
ま
す

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

日
本
に
平
和
と
安
全
を
！

若い力で守る
平和と安全！

世
界
遺
産
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　６月上旬に平成１７年度における
年金額などが記載された年金振込
通知書が送られます。通知書には、
年金額、介護保険料額、所得税額
が記載されています。
　介護保険料の特別徴収の対象者
は、65歳以上で年額18万円以上の
老齢・退職年金を受けているかた
です。遺族年金、
障害年金及び年額
が18万円未満の年
金などは、特別徴
収の対象にはなり
ません。
通知対象者　年金受給者
17年度年金額
◆老齢基礎年金　　　  794, 500円
◆障害基礎年金１級　  993, 100円
◆障害基礎年金２級　  794, 500円
◆遺族基礎年金(子１人の妻に支
　給の場合）　　　  1, 023, 100円
問合せ
○太田社会保険事務所
�４９－３７１１
○町民生活課保険年金係
�内線１２１



( 14)( 14)

　

林
間
学
校
と
臨
海
学
校
を
一
般

に
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
林
間
学
校
（
赤
城
山
）】

期
間

７
月　

日　

〜
８
月　

日　

16

(土)

21

(日)

※
８
月　

日　

〜　

日　

を
除
く

11

(木)

14

(日)

申
込
方
法　

６
月　

日　

か
ら
電

20

(月)

話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

【
臨
海
学
校（
新
潟
県
出
雲
崎
町
）】

期
間

８
月　

日　

〜
８
月　

日　

14

(日)

21

(日)

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
室
と
し
、
第
１
か
ら
第
３

希
望
ま
で
左
記
を
明
記
し
て
組
合

事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
利
用
希
望
期
間

②
泊
数
（
１
泊
ま
た
は
２
泊
）

③
利
用
人
数

④
住
所
、
氏
名
及
び
電
話
番
号

※
７
月
１
日　

必
着
。
な
お
、
応

(金)

　

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

　

結
果
は
７
月　

日　

ま
で
に
通

10

(日)

　

知
し
ま
す
。

※
空
き
部
屋
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

７
月　

日　

以
降
、
事
務
局
に

19

(火)

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
３－

８
７
１
８

太
田
市
浜
町
２－
　
35

太
田
市
役
所
内

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局

�
　

－

１
８
５
０

47

　

外
国
人
労
働
者
の
失
業
予
防
や

再
就
職
の
促
進
、
雇
用
管
理
推
進

の
た
め
、
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
か
た
に
、
６
月
１
日

現
在
の
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
は
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
で
す
。
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
雇
用
、
労
働
条
件

の
確
保
と
不
正
就
労
防
止
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林

�
　

－

８
６
０
９

75

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
心
身
と

も
に
健
康
的
な
楽
し
い
日
々
を
過

ご
す
た
め
、
指
導
員
の
補
佐
を
し

て
く
れ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６

30

時　

分
の
間
で
４
〜
６
時
間
程
度

30
時
給　

７
０
０
円

募
集
人
数　

２
名

※
明
る
く
子
ど
も
好
き
な
か
た

休
日　

土
曜
、
日
曜
、
夏
季
休
業

（
８
月　

日
〜　

日
）

13

16

応
募
方
法　

左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
面
談
が
あ
り
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ

た
ん
ぽ
ぽ
学
童
ク
ラ
ブ
（
館
林
市

立
第
四
小
学
校
体
育
館
内
）

�
０
９
０－
２
２
５
０－

９
４
８
９

　

毎
年
６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均

等
月
間
で
す
。
性
別
に
関
係
な
く

公
正
な
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
男
女
労
働
者
間
の
格
差

を
解
消
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
男
女

雇
用
均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日　
23

(木)

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

場
所　

前
橋
テ
ル
サ
８
階

　
　
　
「
け
や
き
の
間
」

対
象
者　

機
会
均
等
推
進
責
任
者
、

企
業
人
事
労
務
担
当
者
及
び
労
働

者
な
ど

申
込
期
限　

６
月　

日　
16

(木)

申
込
先
・
問
合
せ

　
　

世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

(財)
21

�
０
２
７－

２
２
３－

２
０
２
３

▼
上
下
水
道
課

平
成　

年
度
町
道
３
０
９
７
号
線

17

（
板
倉
地
内
）配
水
管
布
設
替
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

落
札
金
額　

３，
１
３
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

㈲
長
谷
川
設
備

平
成　

年
度
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更

17

新
事
業
県
道
麦
倉
・
川
俣
停
車
場

線
配
水
管
布
設
替
工
事
設
計
書
作

成
業
務

工
事
場
所　

大
字
下
五
箇
地
内
ほ
か

落
札
金
額　

４，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

㈱
協
和
設
計
事
務
所

　

町
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
、　

年
度
に
板
倉
町
地
域
省

16

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
。ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
、町
民
一
人
ひ
と

り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題

へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

自
分
で
身
近
に
で
き
る
こ
と
か

ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、今

回
か
ら「
省
エ
ネ
タ
ウ
ン
い
た
く

ら
」と
題
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

充
電
器
や
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
の

待
機
時
消
費
電
力
を
削
減

　

コ
ー
ド
レ

ス
機
器
や
携

帯
機
器
の
充

電
器
や
ア
ダ

プ
タ
ー
は
、

そ
れ
自
体
の

消
費
電
力
は

小
さ
い
で
す
が
、待
機
時
で
も
稼

動
時
に
近
い
電
力
消
費
が
あ
り
、

無
駄
に
電
力
を
消
費
し
ま
す
。使

用
し
て
い
な
い
と
き
は
電
力
を

供
給
し
な
い
よ
う
、コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

�
　

－

５
３
７
１

82

林
間
学
校
と
臨
海
学
校
を

一
般
に
貸
し
出
し
ま
す童心に帰り親子で

昆虫採集しては？

区　
　
　

分

宿泊料食事料

小
・
中
学
生

高
校
生

大
学
生
・
一
般

朝　

食

昼　

食

夕　

食

林
間
学
校

　
　
３
０
０
円

　
　
５
０
０
円

１，
０
０
０
円

４
３
０
円

５
０
０
円

６
２
０
円

臨
海
学
校

４
７
０
円

５
１
０
円

６
４
０
円

外
国
人
雇
用
状
況
報
告
を

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う

男
女
雇
用
均
等
推
進
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

夏
休
み
臨
時
指
導
員
を

募
集
し
ま
す
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東
部
児
童
相
談
所
で
は
、
巡
回

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
精
神
面
で
の
発
達
に
つ
い
て

お
悩
み
の
か
た
は
、
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
及
び
場
所

対
象
者　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん

18

と
そ
の
保
護
者

※
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

福
祉
課
児
童
福
祉
係

�
内
線
１
２
６

▼
季
楽
里
情
報

○
野
菜（
農
産
物
）何
で
も
学
習
会

　

日
時　

６
月
８
日　
(水)

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

　

場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

○
野
菜（
農
産
物
）何
で
も
相
談
会

　

日
時　

６
月　

日　
15

(水)

　
　
　
　

午
後
３
時
〜

　

場
所　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

申
込
み　

希
望
者
は
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

�
　

－

 
４  
１  
４  
７ 

よ 

い 

し 

な

91
※
毎
月
最
終
日
曜
日
は
特
売
日
！

▼
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

場
所　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

対
象　
　

歳
以
上
の
か
た

65

申
込
み　

実
施
日
の
一
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
９
０
０

82

○内科（小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介してます

毎回木曜日
午前10時～正午

月６７

日
　
16
　
23
　
30
　
14

対
象
行
政
区

　
　

区

25
　
　

区

27
　
　

区

28
　
　

区

29

　安全で安定し
た献血血液の確
保は、輸血を必
要とするかたが
たにとってとて
も必要なことで
す。ご協力をお願いします。
期日　６月21日（火）
場所　保健センター
内容　４００ml または２００ml 献血
時間　午前10時～正午
　　　午後１時～３時
※60歳～64歳の間に献血経験があ
　るかたは、69歳まで献血できます。
問合せ　福祉課高齢福祉係
�内線１８９

児
童
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す【０～１歳児】

６（月）　時計を作ろう！

13（月）　キーホルダー作り

20（月）　シャボン玉遊び

27（月）　絵の具で遊ぼう

【２歳以上児】

３（金）　時計を作ろう！

10（金）　キーホルダー作り

17（金）　シャボン玉遊び

24（金）　絵の具で遊ぼう

対象　保育園や幼稚園に入園する

前のお子さんとその家族

時間　午前10時～正午

※自由開放（火～木曜日は終日、月・

　金曜日の午後）も行っています。

　お友達ができるチャンスです！

問合せ　西保育園

�８２－２０１４

開 
催 
日

６
月　

日　
23

(木)

７
月　

日　
28

(木)

８
月　

日　
25

(木)

９
月　

日　
29

(木)

　

月　

日　

10

27

(木)

　

月　

日　

11

24

(木)

　

月　

日　

12

15

(木)

２
月　

日　
23

(木)

３
月　

日　
23

(木)

場　
　
　
　

所

千
代
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

館
林
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

明
和
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

邑
楽
町
公
民
館　
　
　
　
　

館
林
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

館
林
保
健
福
祉
事
務
所　
　

板
倉
町
中
央
公
民
館　
　
　

館
林
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

館
林
保
健
福
祉
事
務
所　
　

館 林 邑 楽 全 地 区館 林
板 倉期 日

耳 鼻 科小児科・内科外 科内 科

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

小林内科医院
８８－８２７８

慶友整形外科病院
７２－６０００

大石内科医院
７４－２３６２

わたらせクリニック
７７－２７２７

６月５日
（日）

小倉医院
７２－０６０６

さくらクリニック
７２－３８５５

小曽根整形外科
７２－７７０７

ゆたか医院
７３－７３０８

館林地区と同じ
６月12日
（日）

川田耳鼻喉咽科医院
７２－３３１４

横田医院
７２－０２５５

土井レディスクリニック
７２－８８４１

橋田内科クリニック
７２－０００１

井上整形外科医院
８２－１１３１

６月19日
（日）

川村耳鼻喉咽科医院
７２－１３３７

益田小児科医院
６２－５５３５

澤田皮膚外科
７０－７７０３

館林記念病院
７２－３１５５

増田医院
８２－２２５５

６月26日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

星野こどもクリニック
７０－７２００

館林医院
７４－２１１２

吉田内科クリニック
７０－７１１７

館林地区と同じ
７月３日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

森下内科医院
７３－７７７６

慶友整形外科病院
７２－６０００

松井内科医院
７５－９８８０

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

７月10日
（日）

◆緊急 館林厚生病院◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０７２－３１４０（内科・外科）（内科・外科）
◆夜間 夜間急病診療所◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３７３－２３１３　　　　　

午後７時～10時　午後７時～10時（土・日、祝日を除く）（土・日、祝日を除く）　
内科・小児科内科・小児科（（要要電話確認）電話確認）　　　　

歯 科

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時
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東保育園▲

定　

例　

相　

談

●
法
律
相
談　

午
後
１
時
〜
３
時

　

問
合
せ　

総
務
課　
�
内
線
１
１
５

●
行
政
相
談　

午
前　

時
〜
正
午

10

　

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
�
内
線
１
３
６

●
人
権
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

　

問
合
せ　

町
民
生
活
課　
�
内
線
１
２
４

●
農
地
相
談　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

農
業
委
員
会　
�
内
線
１
３
０

●
教
育
相
談
（
毎
週
火
曜
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

分
30

　

問
合
せ　

教
育
委
員
会　
�
内
線
１
６
０

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
情
報

　

▼
心
配
ご
と
相
談　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

30

　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
何
で
も
相
談（
毎
週
月
〜
金
）

　
　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
・
教
室
情
報

　

▼
療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
（
言
語
聴
覚
士
）

　
　

午
後
１
時
〜
５
時　

※
要
予
約

　

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
子
育
て
相
談
（
毎
週
月
〜
金
曜
日
）

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

　

問
合
せ　

西
保
育
園　
�
　

－

２
０
１
４

82

●
く
ら
し
の
相
談
窓
口
（
休
館
日
を
除
く
毎
日
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

30

　

問
合
せ

　

中
央
公
民
館　
�
　

－

２
４
３
５

82

　

東
部
公
民
館　
�
　

－

１
２
４
１

82

　

南
部
公
民
館　
�
　

－

１
４
２
４

82

　

北
部
公
民
館　
�
　

－

１
８
５
５

77

●
交
通
事
故
巡
回
相
談　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

　

太
田
市
役
所
２
階
交
通
政
策
課
相
談
室

　

問
合
せ　

総
務
課　
�
内
線
１
１
０

●
土
地
建
物
何
で
も
相
談 　

午
後
１
時
〜
３
時

　

館
林
市
城
沼
公
民
館

　

相
談
・
問
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
馬
県
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

　

館
林
支
部
（
㈱
協
栄
内
）

　
�
　

－

２
２
２
２

73

土金木水火月日
４３２１

 【定休日のお知らせ】
 ○健康の郷季楽里：木曜日定休
 ○各公民館：月曜日休館
 ○海洋センター：月曜日休館
 ○わたらせ自然館：月曜日及び火曜日休館

 ◆揚舟運航(水郷公園) ●交通事故巡回相談
 ◆１歳６か月児健診
　(保)

 ◆ポリオ予防接種(保) ◆リハビリ教室(保)

1110９８７６５
 ◆揚舟運航(水郷公園) ◆乳児健診・BCG接種(保)

 ◆粗大ごみ調査日(資)
 ◆パパママセミナー③
　(保)

 ◆野菜なんでも学習会
　(季)

 ●教育相談(中公)
 ◆ポリオ予防接種(保)
 ◆布団家具類受入日
　 9: 00～15: 00(資)

 ●農地相談(町)
※次回７月４日予定
 ◆コアラ学級(保)
※次回７月４日予定
 ◆粗大ごみ締切日(資)

◆揚舟運航(水郷公園)

18171615141312
 ◆揚舟運航(水郷公園) ●行政/人権相談(中公)

 ●交通事故巡回相談
※次回７月１日予定
 ◆住民健診(東公)
 ◆療育リハビリ相談
　(保)
 ◆粗大ごみ収集日(資)

 ◆住民健診(南公) ●野菜なんでも相談会
　(季)
 ◆住民健診(南公)

 ●法律相談(中公)
 ●心配ごと相談(福)
 ●教育相談(中公)
 ●土地建物何でも相談

 
◆揚舟運航(水郷公園)

25242322212019
 ◆揚舟運航(水郷公園) ◆水道料金振替日 ◆住民健診(北公) ◆住民健診(北公) ●教育相談(中公)

 ◆町民献血(保)
 ◆住民健診(東公)

 ◆住民健診(東公)◆揚舟運航(水郷公園)

 ※(　 )内は開催場所になります.
 (町)…役場
 (保)…保健センター
 (資)…資源化センター 
 (福)…福祉センター
 (季)…健康の郷季楽里
 (中公・東公・南公・北公)…各公民館

3029282726
 ◆町県民税納期限
 ◆住民健診(保)

 ◆住民健診(保) ●心配ごと相談(福)
 ●教育相談(中公)
 ◆住民健診(保)
 ◆布団家具類受入日
　 9: 00～15: 00(資)

  ◆住民健診(保)◆季楽里特売日
◆揚舟運航(水郷公園)

西保育園交通教室▼

保健センター親子歯科健診▲
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